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鮭鱒流網漁期に於げる北海道東部沖合の

プランクトン分布に就て

随

藤

村

井武

正

治

1.緒 J=J 

北海道東岸沖合には毎年 5......7月の{民に豆り鮭臨の流布号、法業が盛となるが、その地域は日高沖

合から北方の花I笑沖合の聞で、操業され、rf!f期も南部に早く北に揺れ，る傾向がある。

鮭関類は寒流系の魚であるからそのi国治は比較的狭い誼温範囲を移動するととfi勿論であるが

叉一方此C季節c鮭鱒類は索餌iJHI説中の魚群であるから、餌料プランクトンD積額や分布とも密

接な関係があるべきは営郷である。

晩春から初夏にかけての北海道東海岸の鮭鰐流布署漁業は重要な漁業の一つで、あるが、従来此の

方面の漁場の海洋撃的の調奈は比較的等関税され，てきたl曹がある。北海道大串水産準部練習胎お

しよろ丸並に北星丸は此の海直で昭和 24年度がら流網捺業を宜施する乙と Lなった。おしよる

丸は此の詰業で海洋調査並にプランクトン訳査を賓犯するとと、なり、一方に於ては流網漁業も

賓施する計画をたてられtz:。ゐしよろ丸前舶長槙庭誠三教授は著者c一入国村にプランクトンの

調査に協力を求めら礼た。海況並にプランクトンの分布状況と鮭鱒漁業試験が同時に並行的に賓

施され Lば、潟、況と海況と¢関係は更に明確となるむで、本調査が数年関連韻的に質地されるに

於ては、必すτや本漁業の基礎的資料となり貢献するととろも砂くたいもD と信歩る弐第である。

本調査をたずに営P種々御使立を興えられた、ゐしよろ丸前砧長棲庭誠三氏並に採集に営り御協

力下さった本校の小藤、五十嵐、小林、西山の各教官に感謝。意を表するものでるる。

2.採集

プランクトンは海洋恵測を貫施した地賠で垂直採集をし、深度は 10米から表層までと、 25米

から表屠まで及び 50米から表屠まで曳上げた材料でるる。採集に使用したネットは 19'::0年 6月

の採集では節絹XX 16旗の径 30cm，長 100cm ([)もので他は普通の定量採集網である。

採集地艇は lS49年はm1.....3聞に 1950年分は第 4-5固に示した。

第 1表 北海道東南海底のプランクトンの採集 (1949年〉

水
5滋0m il透明く米度5¥---10竺~竺O?B仔B と!-:.t沈50略~家oLm C里ι地 o 111 25m 

V、 25 9.2 S.50 7.5l 9.0 3.0 

2 n " 9.2 8.90 7.23 10.0 ザ 13.2 

3 ， 
" 10.5 9.18 6.83 8.0 1.0 2.0 

4 n ， 9.5 8.44 6.50 8.0 0.6 2.0 

5 n n 9.9 7.25 7.03 11.0 0.6 8.0 

6 '1 ， 10.0 5.02 4.02 10.0 1.0 6.0 

7 n 26 8.9 7.78 6.02 9.0 1.0 

B " 
F 9.5 7.77 6.40 11.0 0.5 
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9 V， 26 10.5 10.09 9.<;0 6.0 2.0 

10 。 グ 10.3 8.68 9.54 8.0 5.0 

I ノク 29 12.6 6.07 4.15 7.0 0.8 1.5 

E f/ fI 11.0 7.37 5.22 4.0 

E 』ア H 10.3 7.05 0.6 6.0 

11 1在， 2 11.0 8.97 7.26 6 6.0 一
!I H 9.9 6.49 2.90 12 2.5 

13 グ f/ 7.8 3.45 2.58 11 1.8 

14 グ ， 9.8 5.93 2.30 13 一
15 f/ f/ 1l.4 一 一 13 21.0 

16 "， dア 10.9 9.89 :<.81 11 22.0 

17 グ 。 10.8 10.10 3.37 10 4.0 

18 グ 3 11.4 4.33 2.62 12.0 7.0 

19 V[， 10 9.2 8.21 7.46 10.0 2.0 

20 If g 9.0 8.37 3.21 11.0 3.0 一
21 f! グ 7.2 2.86 7.11 9.0 2.2 

22 f/ f! 9.4 2.S8 2.61 4.0 1.5 

23 ル' f/ 8.1 10.<;3 10.70， 9・0 1.0 

24 f/ " 8.1 4.5'3 2.56 9.0 0.5 

25 '1 13 10.2 5.28 4.66 9.0 20.0 

26 VT， 28 9.6 5.82 3.45 6.0 2.0 

27 " " 10.7 5.59 2.51 1.3 

二8 f/ f! 11.8 11.75 2.81 1.6 

'::9 VL 29 14.9 15.42 9.63 3.6 

30 11 p 10.8 7.13 2.55 14.0 1.5 一
31 1/ グ 10.1 3.12 3.~6 1.2 

32 グ " 11.3 7.60 3.52 12.0 0.6 

. 33 f/ " 11.9 7.56 3.10 13.0 0.3 

. 

第 2表 日高沖プランクトン分布〈量)(1950年〉

ベ月 25m ま:刊透明度lrdl主要ブラシグトン群

V， 4 13..30 7.0 5.73 5.69 11.5 1.2 Diatom， Calanus 

2 
" 16.30 7.4 6.00 5.84 12.0 1.5 Diαtom 

3 f! 9.3 7.93 7.14 12.7 1.7 " 
6 V， 10 21.10 9.05 8.53 8.42 '.5 グ

7 11 18.05 4.93 4.22 1.32 5.0 15.2 Diatom only 

8 N 14.20 5.02 0.24 0.43 8.5 5.U Diatom， C.αlanus 

9 If 4.14 2.20 O.卯 7.0 3.5 Diatom 

10 Zア 8.30 4.32 5.18 5.60 3.6 Diatom， Calanus 

11 " 5.20 6.20 6.03 4.62 3.6 グ

12 。 2.35 5.61 1.04 1.69 1.8 Calan凶 ，Diatom 

13 グ 9 23.15 6;05 6.69 5.54 2・0 Diatom， Calanus 

14 ， 21.30 7.46 Diatom. Calan山
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18~50 I 6.65 . 3.10' 6.57 

16.00 i 6.67 5.21 1.78 

13.20 I 7.01 2.67 ‘74 

Diαtom， Calanus 

Diatom 

Diatom， Calan山

第 3表噴火j管内D プランクトン分布量 (1950)

St.1月
Om 25m 

|フランクトシ l
50m I透明度沈澱量(cc・) 主要プランクト Y群

18 V， 12.50 2.49 2.3.5 4.5 1.6 Di αtom 

19 " 7.72 2.76 2.24 5.0 0.4 グ

20 グ 11.40 7・32 3.26 2.11 5.3 2.0 " 
21 !! 9.35 |ω 2.99 1.65 8.5 0.6 J/ 

22 J/ 7.30 7・35 3.10 2.69 10.0 0.4 CαJαnlts 

23 12 6.∞ 7.17 5.7J 2.89 13.5 

24 月F 4.43 6.26 3.81 2 87 1.3 Diatom，Cα1αnUS 

25 " 3.03 7.47 4.73 3.48 1.0 DiatoTn 

26 !， 2.00 7.97 5.20 3.63 1.4 " 
27 " 8.45 8.0ヲ 2.82 2.54 0.4 1ア

28 " 6.47 5.65 6.5 

29 グ 11 18.20 3.96 2.68 12.5 0.6 Diαわm

30 " 7.87 3.55 2.33 11.0 1.0 Diatom，CαlαnUS 

31 グ( 16.50 7.37 5.73 2.34 13.0 1.2 Diatom 

32 グ 8.76 3.55 2.34 10.5 1.1 』ア

33 P 19.10 7.91 4.07 1.99 11.0 1.6 " 
34 " 7.87 6.19 2.46 1.6 " 
35 " 

。 9.62 3.95 2.49 0.7 " 

第 4表1fJ11路沖プランクトン分布 (19)0~f. ) 

7]( 温。o 25m-Om 5仇n-Om

透明度 プランクン|主 要 プラシクトン
Om  lh i50m l 」(いクトン 量印刷!主要アヲ…

VJl 12.15; 13.59 12.75 10.75 11.0 2.0 Doliolum 55.o Doliotum-Colps e-

7.5 16.0 Cal，Ptero p. Sagittα. 
2 グ グ 14.25. 8.11 6.29 3.26 25.? IAgl臼nthα.CαE.
3 J/ !/ ~~.~~: 7.29 3.10 2.23 11.0 15.5 Cαl，Aglan. 22.0 I S.αg. 
4 グ グ23.501 5・65 4.02 2.72 8.0 !Diαt，Aglαn. 18，11 一一
5 I1 8 1.40. 7-18 1.91 1.96 6.0 lDLGSW 

13.0 i lDzyMSOm，Cp aIαnω 

6 !/" 4.3雪 7.20 3.75 1. 79 8.0 |白1・Diat・ 14.0 [Cαlαnus 

7 " 7.20 7.59 4.20 1.35 14.0 DiαtOm 19.0 ICal.Euphαusia 

8 9川川1ωω0 3.48 1.21 5.0 3.0 4.0 IDiαtoms.Sagittα. 

9 グ 13.031 9.95 4.25 4.19 10.5 4.0 i~~~ ・ Diαt. 20.0 IEuphαusia，Sagit. 
9' グ 17.15; 8・4:) 5.53 9.5 10.0 Diαtom 14.0 IEuphαusia.Cope. 

10 11 10.00
1 

8.10 6.42 2.79 12.0 ico pepodrz 16.0 jCop.Aglαntha 

11 。2341115H551 5 1840 
6.44 2.18 12.0 15.0 ICop，S，αgitta 

12 グ 92.15. 7.00 5.33 2.2 CαI.Aglan • 3.5 lDiatom. CaZanus 
13 汐 3，45， 6.50 3.00 1.83 2.0 Diat. Cal. Iヲ.0 ICalanus，S.αgittα 

14 "6.15 5.30 3.18 2.27 5.0 7.8 Diat.Cα1. 15.4 IDiatom. Calanus 
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3. 結 e 果

A.量的分布:プランクトン採集時に於ける水温透明度並にプランクトン沈澱量は弟壬表にに示

した。

(1) 1949年6月D噴火轡

6 1]2及び3雨可の 10米から表面までD プランクトン採集量を闘示すれば第1園の様にたる。即

ちSt.15，16.(伊達j中〉はプランクトン量極めて多く、 21.0-22.0.::ctz:建して居 P、大体に於て濁

の北東部に濃脅な穫生を見、南西部に少なかった。

(2) 1949年5月下旬の日高沖

う章事呈通点

示したo

(4) 1950年5J'1o噴火趨

第 l 園

I~今q.6U 5 - 2Is 一章がもピ
・ ー ・ 内 舟H 量

ミ
男ffl/

5月 25臼乃至~9日の聞に日高沿岸沖

合。採集に於ては、噴火、管内1<=比〈

てプランクトン量は極めてJtlJく1.0...... 

0.6.::cで、分布は大体均等でるった

(第1圃参Jfの。
(3) 1949年 6月jlll路並に篠裳岬沖

6月10日乃至2U日の聞に海洋観測が

賓施され，たが、その際10米)膏から曳

上げたネット中の沈澱量の量的分布

を示せば第2闘及び第3圃の様でb

る。即ち蛍11路沖合oS色.29にDiαtorn

を主群とナる濃密な区域占まあり、と

れ，よ P北西〈滑岸)方向に薄くなる

が、鎖l路沿岸では再び濃厚な分布を

5月4日から 5月12日c聞に噴火樽並に日高沖合にかけての海洋調査に際し採集したプラシクト

ン沈澱量を示せば第4闘の通りである。./!Dち襟裳岬沖合の Sも.7tz:プラシクトンの濃厚(15.2cc)な

愛生がるり西 bに向って減少して居る。叉室1篇I中から登別θ 沖合にプヨンクトン量rz"";'9い (0，4

-0.6Jc) 海医があり、噴火構内も比較的僅'1;で0.4....... 1. 6~co程度で、あった。

(5) ]9.30年6月釧路沖海軍。

6月7日から9日に亘るaJiI路沖みの調査では、プランクトン分布は第5固D様にた D、襟裳曲Jp沖合

St.16を中心として濃密なE買域が帯肢に東に延びて居り、 ζれを聞にして雨側にプランクトンは。

減少するが、 ~II路(0，沿岸部では D'iato'Jln が多く護出し、 S も.13 では最少量(02.0c('が見られた。

B. 各海匿に於けるプランクトンの出現朕態

山 1949年6月白噴火濁D プランクトン並に海凋

構内でSt.llから18までの聞に7地臨でプランタトンを採集し、とれ，が結果は第5表に示した。

今期D噴火濁では大瞳植物性プランクトンD主なもの10種，動物性プランクトン12種臼計22麗であ

った。値物性プランクトJン中Chezetoceros属のものが辰も優勢でClt. cont01向 111，C lt. decipiens， 

C lt. Loltrenziαnum， Ch.rαdicαη8， Ch.診pp.がるり、乙の外稀にCorethroncriopMl仰 t，RhizOiOleniα 
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αtαtαが見られた3 斯様な出現扶態は同期白日高沖海直及r;~J1路沖海匿と著しい相違でるった。

濁内では珪藻類。春期増殖の末期と認められ、動物性プラシクトン相は極めで貧弱であった。

(2) 1949年5月日高沖海直

Sも.1から St.3までの13地軸で19図。採集を行い、とれ，が結果は第5表:rc示した。即ち本海直で

第 2 園

\~刊同 10 -13回

一ー表面市孟ピ

ー-7ちソ7トン含 H

1守判句2~-2'î司
ーー-ft-晶"，.;;'C.~

・司・ 7・.シヴb・

第

は植物性プランクトン16種，動物性プーランクトン19種の計35種の出現を見た。全瞳としては植物性

プランクトンは極めて貧弱で動物性フ・ランクトンは種類も数量も優勢であった。

主たものは植物性プランクトンではChaetocer08criophil'umは沖合の部に、叉沿岸部にはCh.

Tαdicα118， C h.Loltrenz印刷m，Ch.debili8等が出現した。動物性プランクトンも沖合と沿岸部で出現

扶態が異なるが、最も優勢な出現を見たものにはσαtω山 splumch1'U8があり之に次いで Cα1anu8

cri8tαtus， Euca1αn旬8giesbrecht，Oithonα日p.， Parαcα1αnU8 part"'U8， Pεe1ldocαlαnU8 e10ngαtl18， 

Parαthemisto等が認められ;ko

(3) 1949年6月1DU路，襟裳岬沖海匿

S七.19から Sも.33までの14地黒占で10米から表面までの14回の採集!吊に就て0検鏡結果を示せば

第5表の様である。即ち植物性プランクトンは17種、動物性プランクトンは29睡で計46種とえどり、

動物性プランクトンが優勢である。出現扶況は地離によって可成の相違が認められ、植物性プラ

ンクトンは1Dlj路沖にはRhizoso1eniαα1αtα，Rh.sty1ifOl・mi，C h-radicαn8， Stephαnopyxis t'uris等が

出現したが、襟裳岬には σh.αtlαnticum，C h. criophi1um， C h. sp.等が多かった。動物性プランク

トンに就て見るも、各地動f手に幾分プランクトンの分布欺態に相違が認められる。鈎l路沖合海直

ではσerαt'i'umfusus， C.1on;;がe8，θ.α1'cticum，θ.tripos， Do1io1'um nationa1is， Pαrαthemisto 

sp.主主;が目立ち襟裳岬沖合海置では Ptychocylis OMU8α，σα1αnus p1'umsh1'us， Oithonαsp. 

P抑制α1αnU8pαrvu8， S叩 ittαS?勺 Oecop1eura臼p.等があり全般的には Pαrザαvellαmηtric08a

θα1α問 8plumchrU8， Oithona Sp.， Nαup1iu8 幼韓等が多かった。同一海直でも地臨が異るに工

って出現するプランクトンの種類や数量にも差のあるととは Dolio1'um，Oit honα，σα1ω1'U8 

pltlmchr削 Parαfavellαventric08α，Pm吋 iniumdepl'e88Um等の分布から明である。
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第 5表北海道東沖合のプランクトン分布 (5-6月)(其のー)

i1~ê 
j出勲
;J:j~ !E深度(表面まで曳上げ)

度
日

表面水温
2fl米 層水温

右荷物性プランクトン

，，1，;terionellαjaponic.α 

2 A. kαrzanα 

;3 Asterompla grevillei 

4 fJiddulphia aurit.α 

5 (、haetocerosaffine 

6 Ch. atlantic um 

7 ('h. criophilum 

8 Ch. contortum 

9 Ch. debilis 

10 Ch. decipiens 

11 正，'h. der日um

12 Ch. Lohrenzi仰 um

13 Ch. radicans 

14 Ch. sociale 

15 Ch. teres 

16 Ch. sp. 

17 Climacodium biconcavum 

18 Corethr01l criophilum 

iヲ Coscinodiscusasteromphαlus 

20 Cos. granH 

21 Cos. J anischii 
22 Cos. sp. 

♀3 Denticula sp. 

24 Frαgillaria sp. 

2ヨ Leptocylindrus danicus 

26 Melosira sp. 

27 lVavicula sp. 

28 Nitzschia seriata 

29 Rhizosolenia alata 

f:0 Rh.αl.f・

31 Rh. hebetata f.hi側 αlis

32 Rh.h.f.semispina 

33 Rh. setzgera 

34 Rh. styliformis 

35 Skeletonema costatum 

36 Stephanopyxis turis 

37 Thalassiosira hyalina 

38 Thsira sp. 

39 Thαlassiothrix longissima 

40 Th'rix ni tzschi oides 

41 Distiphanus speculum 

動物性プラシクトシ

CeratiutJi arctic脚

2 C.fusus 

3 C .lineatum 

4 C.longipes 

5 C.tri"Ns 

6 D印oph戸初、 '1'0郎副ata

7 lVoctilu佃 scintillans

8 peridinium conicum 

9 P. depressum 

10 P. oceamcum 

11 p. sp. 

12 Pyroc ystis lunula 

13 Foraminifera 

14 Globigerina sp. 

15 Acanthostomella norvigica 

16 Codonelopsis frigida 

17 Leprotintinnus pellucidus 

18 Parafavella 

19 Ptychocylis obtusa 

20 Tinti.nnopsis brevicollis 

21 T. )aponzω 

22 Tintinus Bp. 

23 Deph yes sp. 

24 Aglαntha degitrLle 

25 Hormiphora 

26 Hydromedusαe 

27 Acαrtia longiremis 

28 Calanus cristαtus 

29 C. helgolandiscus 

30 C. plumcohrus 

31 C. tenuicornis 

32 C. sp. 

33 Eucalan山 giesbrecht

34 Metridia luce凶

35 Oithona pl閉山ifera

36 Oithona sp. 

37 Oncaea sp. 

38 Pαrαcalαnus pαrvus 

39 Pseudcαlαnus elongatz日

40 Tortanus discaudαta 

41 Aαupli回 laTva

42 Evadina sp. 

43 Euphausia sp. 

44 Pαrαthemisto oblivia 

45 Amphi poda 

46 Ostracoda 

47 Cypris sp. 

48 Mysis larva 

49 ZoeαlaTva 

50 Water mites 

51 Bipinnαria laTva 

52 Oph iopluteus larva 

53 Ac tinotrocha larva 

59 SagittαhexapteTa 

60 S. seratodentatα 

61 S.αgitta ep. 

62 Doliolum nationαlis 

63 Fritilaria sp. 

64 OecopleuTαsp. 

65 T，αdpole of TunicαEα 

66 Fish egg 

日 高 沖
1. 2. 3. " 4. グ 5. n 6. " 7. 8. 9. 10. 1 グ E E " 50 50 10 50 10 50 10 50 10 50 50 50 50 50 10 50 50 10 25 

1949 

V.25H グ !/ !/ F 1/ " グ グ 26 1/ 。グ 29 n If If lア

9.29.210.5 9.5 9.9 10.0 8.9 9.510.510.312.6 11.010.3 
5.5 8.9 9.2 8.4 7.3 5.0 7.87.810.18.76.1 7.4 7.1 

R R 

C C + + C 

C 

C C 

C c + + 

R + c 
C C 

cc c CC 

R R R R R 

R 

十

十

」回 R 

R + R 

R 

R R 

R 

R 

R R R 

l十 C R c + C R R H. 十 R 

c cc 十 R R C CC十 C + C R 十 CCR 
一 一一一一一一一

R 

-1- R R 

R R + R R R 

R 

!十 C + C 十 R + R C C 十 + C R 

C 十十 CCR c c cc R H. 

C R + c 十

c C Iも

B 

R R 寸ー R 」ー

R 

R 

十

11噴.12.火13. 1構5.16.17.18.|119萄.2ll0.路21.2並2.23襟.24.裳25.2沖6. 27. 28. 29. 30. 31. 32. 33. 
噴火漕沖合

18. 19. 20. 21. 22. 23. 24. 25. 26. 
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植物性プランクトン

Asterio咽ellαjaponicα

2 A. kariana 

3 Asterompla grevillei 

4 Biddul phia auri ta 

5 Chαetocerωαffine 

6 Ch. atlαnt icum 

7 Ch. criophilum 

8 Ch. contortum 

9 Ch. debilis 

10 仇一一一一坐空!万戸内一 一一|二t- t-土-EEEEE
11 Ch. densum 

12 Ch. Lohrenzianum 

13 Ch. radicαns 

14 Ch. soc叫 le

15 Ch. teres 

16 Ch. sp. 

17 Climacodium biconcavum 

18 Corethron criophilum 

19 Coscinodiscus aster剖nphalus

20 Cos. grαnii 

21 Cos. Janischii 

22 Cos. sp. 

23 Denticulαsp. 

24 Fragil[aria sp. 

25 Leptocylindrus danicus 

26 Melosirasp・

27 Nαvicula sp. 

28 Nitzschia !eriαta 

29 Rhizosoleniα品lata

3o Rh.al.f. 

31 Rh.hebetata f.hiemalis 

32 Rh.h.f.semispin'l 

33 Rh. setigera 

34 Rh. styliformis 

35 Skeletonemα costa初 田

36 Stephanopyxis turis 

37 Thαlαssidsira hyαlina 

38 Thsira sp. 

39 Thalassiothrix longissimα 

40 Th'rix nitzschioides 

41 Distiphanus speculum 

動物性プランク

Cerati都圏 arceicum

C.fusus 

C .lineαtum 

C.longipes 

C.tripos 

Dinophysi!J rot仰 data

N-Ocliluω scintillans 

Feridinium c唖nicum

P. depressum 

p oc印刷cum

p. sp. 

Pyrocystis l!lllula 

Foramillifera 

Globigerina sp. 

Acαnthostomella norvigicα 

Codonelopsis frigida 

Leprotintinnus pellucidus 

Parafavella ventricosα 

Ptychocylisobtusa 

Tinttnnopsis b附 i竺担土一一一一一一一一一

21 T. }αponica 

22 Tir.tinus sp. 

23 Dephyes sp. 

24 Aglanthαdegitrlle 

25 Hormiphora 

26 Hydro叩 edusae

27 Ac祖rtiαlongi問 mis

28 Calanus crisωtus 

29 C. helgolandiscus 

30 C. pl回ncohr凶

31 C. tenuicornis 

3之 C. sp. 

33 Eucalanus giesbrecht 

34 Metridiαlucens 

35 Oitho即 pluminiferα

36 Oithona sp. 

37 On印 何 百p.

33 Paracαlanus pαrvus 

39 Pseudcalαnus elongαtus 

40 Tortanus discαudαta 

41 Nauplius lαrva 

42 Evadina sp. 

43 Euphausiαsp. 

44 Pαrathemisto obliviα 

45 Amphipoda 

46 Ostracodα 

47 Cypris sp. 

48 Mysis 1αrvα 

49 Zoea lαrva 

5o Water mites 

51 Bipinnαria αrvα 

52 Ophiopluteus larvα 

53 Actinotr官chαlαrva

54 Limαcina helicina 

55 G'lstropoda larαα 

56 Lαmellibrαnchs 1αrvα 

57 Tomopterus S1'. 

58 polychαetαlαrvα 

59 Sαgittαhexαpterα 

60 S. serαtodentata 

61 5.αgiUαsp. 

62 Doliolum nαtionαlis 

63 Fritilαnαsp・

64 Oecopleurαsp. 

65 Tαdpole of TunicαM 

66 Fish egg 
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(4) 19，~0年5月噴火濁内

St. 12から S色.18までに 7地黙の採集局を検鏡し第5表に示した。プランクトン量は極めて少く、

叉植物性プランクトンは一層貧弱で10種が見出され、動物性プランクトシは34屈に及び合計叫種

となった。植物性プランクトンの主なものは Ch.deci piens， σoscinodiscus sp.， Le ptocylindulu s 

d仰 icus，Rh.おおtαtα f.semispinα， Thalαssiothri・'xlongissimα等で、昨年同期と大瞳似て居るが、

昨年度は珪藻類が可成りの繁殖を示したがCh.contortωn， C h. Lohrenzi・αn'tlm，Ch.sp.等は見られ

なかった。動似性プランクトンはθerαtiωnlongipes が顕著な出現を示 L、との外 Parafαte~la，

Peridini'tlm depressum，C alαnus pl'tlmcltr，us， Oitlwnα日p.，Pαrαcαtαnus parV'uぉ Pse'tldocalan-tls

elo悦ダαt仰があり、少量ではあったが各地賄共見出され，たものには Sαg1'Uasp.， Oecopleura sp.， 

Lαmellibrαnchs幼韓、 Ophiopluteus幼瞳，Mysis幼瞳，Parαthemist 0， Metr叫 iα lucenf!， Acαrtia 

lonタiremi8，Peridini'llmconicum，σerαt印mfusω等があった。

(5) 19~0年5月日高沖、噴火濁k 口沖合海軍

St. Jから Sも.10まで10地賭で採集したプランクトンの検鏡結果を示せばJ第5去の通Pである。

即ち植物性プランクトシ23種、動物性プランク Fン37種の計60種と1ilJ、噴火濁内よりは植物性プ

ランクトシか著しく多かった。との海直は津軽海峡の恵山岬から室蘭沖合にまで亘るので、海洋皐

的僚件も費化に富んで、いる。プランクトシも各種額によ Pその分布は均等で、ない。即't;， sも.2

〈幌別沖合〉で、はNitzschiαseriαtα，Skeletonemαcostαtumが著しく多いが、他の地黙は全くない

か叉は砂い。との外 St.7 (葱山岬jには植物性プランクトンは比較的種類が多〈、何れ，にして

も此の海直は海況の費化も複雑であって、同時にプランクトンの分布も海犯に支配され複雑とな

って居る。餌料プランクトシは比較的貧弱な海直でるった。

第 4 岡

IQSO.5ijt-11a 
-ーー表面本昆c'
---・づ吋 γ什ペE

(6) 1950年 5月津軽海峡沖

合並に日高沖合海直

Sも.1から Sも.17まで17:!:也監

で採集したプランクトン白出

現状況は第 5去に示した通D

である。即ち植物性プランク

トン33種、動物性プランク¥ト

ン47撞ρ 計80種となった。此

の海直も庚犬にしてその上海

況.も饗化に富む。即ち St.1""

3までは津軽海峡東口に営り、

とれ，より襟裳岬まで東にS七.

6， St 7.うま並ぶ。此の海直の

プランクト ;.-10種類。多いの

は斯様な保件にもよるもので、

水塊の性質も皐ーではない所以である。植物性フ・ランクトンで顕著なる出・現を見たものでは

θh. deci piens，σh. debilis， C h. radicαn3， Nitzschiαseriαtα，RlI..αJαtα，Rh. hebetαtα f. scmispinα， 

Th'sI1'α. hyalinα. Th' sira sp.， Th' rix longis8ima，がある。叉動物性プランクトンは Ceratium

αrcticum，θ.longipes， Per・idiniumconicum， P. de pre8sum， Pαrαfαvellaventricosa， Pt'ljclwcyli8 

obt'llsα， Aglant1tα，叉Copepodαではθαtαn川 plumchr・us，CαJαnusC1・istαtU8，E叫calα1l'll8giesbrecht， 

~Wetridia l-uceη8， Pαracalαnus幼生等であった。此の海直も官官海匿と同様プランクトン分布は複

雑で、とれ，は要するに水塊の相違によるととろも大きいものと考えられ，る。鮭縛類。餌nプラン

-61-



クトンは失の裂iI~1í-i中海軍に比べれ，ば全弱であるがそれ，にそ久いで出現量は多かうた。

r~百O ら司7 匂a

- -II:{I水'1
ーー・ 7

0
.:;ソ件ゾ量

. 久島骨内川W

第 5 園

7' 

8' 

171 {illl路~襟裳岬沖海匡 1950年

6丹〉

St.1-14 まで団地賠・ε3 l[8~の採

集を行L、、とれ，が結果は第5表に示

した。即ち St.1~3までは襟裳岬沖

St.4-8までは厚内沖、 St.9-14 

までは釧路沖の三海直である。出現

したプランクトンは植物性.27'f近、動

物性44隆計71種であるが、地離によ

って出現の欣態は特徴がある。襟裳

町件部では Dolicんm nat1'onαル，

E.ucα1α1W8 9'iesbrechtが比較的多く

出現するが、 St.4-からは新たに植

物性プランクトンの θh. sociαle， 

Denticulαsp.が多く出始め、乙の外

O!t.αtlanticum， 0 h. 7'αdicαn3， Rh. 
αfαtα. Th'r1'X longissimα等が急に増Lて居人動物性プランクトンでも Noctilucα，Oitlloηα， 

Pα1'acαlαn川が増L、之と遣に{ブαtα1ltlS pZ.umchrus， E'u 1Jhαω{α， Pa1'athemuto等が減'かして

居り、明に水塊が異るととが認められる。 J享内i中 (Sも.4) Sも.4-6附i止までは珪藻類が比較的多

く、特に沿岸部には多かぐた。一方との海直は動物性フ・3ンクトンの出現量は少なかった。

更にとれから東方件合rL;S t. 8では珪藻プランク lンの蕃殖医拡があてユて 011.αtlαntic'um，0 h. 

soeiale， lJentic ula Hp.が著しく、沿岸部ρ珪藻類と似た組成を示し、動物プランクトンイ11は貧弱

で、あった。 ζれより更に東方の飢.8では珪藻プランクトンが再び減少して昂るo ftJIl路沖合でも

沿岸部 (St.14)はSt4と似た珪藻繁殖直で、その組成も似て居る。とれが沖合に従って植粉性プ

ランクトンは減少し、動物性プ矛ンクト b の増加が著しかった。

4. .考察

今日49年並に1!.'50年05-6月の鮭鱒渋期に於ける各海軍に出説ずるプランクトンの種数を示せ

ば第 6表の通 Pである。との表中 1!?49年の材料は1¥:)5心年のものよりも検鏡を簡略にした Lめに幾

分種類教が少かった。叉涼場プランクトンの大要を把握するととに重要占を置いた Lめ、種の判定

第 6表各治':1¥Itプランクトン出玖種数 。出来なかったものは麗

年 月|海 直|植物性|動物性 l 計

一一一一一一一
1949年 6月|噴火湾内 10 I 12 I 22 

グ !日 高 沖 16 I 19 I 35 

グ I&fll 路

1950 噴火湾

11 !I 中

J/ 

1ア

日

&fll 

高

路

17 I 

10 

合神

23 

33 

27 

29 46 

34 44 

37 60 

47 8J 

44 71 
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を代表させ、叉稀:乙出現

したものは省略したDで

賞際D出現数は更に多

数に土る筈である。雨年

の種教会計 107腫あり、

その中植物性プランクト

シは41種〈珪藻類40種〉、

動物性プランクトン66種



で、との中帯鞭類12種、チンチヌス類兵種、梼脚類 15種、その他であった。即ちとの表からも推

定出来る様に海直によってプランクトシの出現積額が異るととが認められ、叉前節に迷ペた撲に

各種類。出現の献況も海直iとより叉地賠によって特徴ドるった。とれは要す・るに海況によりプラ

ンクトaン臼分布が左右，されて居る ζ とで、つまり水塊伝に、とれに生活するプランクトンも異る

とEを示すものである。津播(1951)も北海道南東海直に於ける10-11月の珪藻プラシグトンの

分布vAA況から、之の海l@:<<:5つの海面に直分出来ると述べて居るが、今本調査の1950年 6月D

釧海洋だけで、もSt.I-3及び7の襟裳岬沖海l@:Sもム5，H<0十勝沿岸部、又出.7，8，9の沖合海直や、

とれらの混合海匡〈そο他)<0地賭等に細分され、同様のととが各海慌でも認められ，る。との寅

範な海~を同時親測をして胃らないために、今回鮭鱒漁場をプランクトンο分布のーとから数海直

に分つととは困難で・あるが、 fii1れにしても海況とプランクトシD 分布が密接な関係にあるととは

国等によっても明に示されて居る。

共乙プランクトン分布と鮭鱒漁場との闘係であるが、練習船も牧入の鮪をと考慮する必要上海洋

調査と流鰐試験を併行的に質施するととが殆んど出来なかった。先づ診しよろ丸で海洋調査をな

し、その後作業舶が二隻である海直で流網試験を行ったので、海況と漁況或はプランクトン出現

献花と漁況の関係を間明ぜしめるためには、経済を犠性にした基礎的研究の必要が痛感される。

今1930竿 6月のAlII路沖の鮭鱒漁況を見るに1949年度に比べて一般に不動とさ払て居た。然しと

の貫肢をよ〈検討して足ると、@I/路港を棋擦とする漁舶は小型費動機舶が多く、大型舶は少い。不

漁の原因はとの小型舶が沿岸のみで操業して居ったために、擢網が砂かった Lめで.大型舶の沖合

に遠く出漁したものは、何れ，も大漁をして蹄港して居った♂で・ある。AlII路港のJM易高は不漁で、は

あるが、とれば魚群が沖'合οために捕獲能力のある大形漁舶、つみによる水揚高となったととに起

因ずるのでるる。今 1950竿6月と1949年 6月のA/lj路沖海況並Kプランクトン分布相を第5固によ

って考察ナるに雨年は著しい相還が判然として示されて居る。却も1950年G月には釧路沿岸部の

表面水温5.30C近くで、沖合に従って高く仇.10及9ではなほ8.00C前後であった。

又餌料プランクトンD豊富な持直も襟裳岬沖海直St.1-3及びSt.7等を中心とした海直で水湿も

80C前後を示して居る。とれは大瞳I'L於てAlI/路港に水拐される大型漁舶D操業海冨lこ比較的近かっ

た治水温分子iiの上からもとの漁場。南方には明に顕著な潮固く不連槙線〉が認占うられそ乙とも注

意すべきものがある。欠に1949年 6月では沖合水温は比較的高温となり、表面で10.00Cの等温線

は1930年10$1/路沿岸地賭 (Rt.14)にまで遣し、温皮差/土4.00C以上巳遣して居る。1950竿z:St. 10 

の附抵では8.00C前後のものが、1949年では15.00C位にまで上昇して居る。このととは鮭鱒類の遁

温滋泳唐を窃1/路沿岸部に接岸せしめる結果となったものと解され、との海況から考えて、沖合は

むしろ悪保件。海匿となって居る。プヨンクトンの分布朕態も沿岸部に著Lい珪藻額c繁殖/土足

られ夕、叉勤'均性の餌デlプランクトンも相営の出現が児られJた。プヨンクトンの分布の中でも、

珪諜類の犬繁殖直域はHnrdvの植物フ・ランFトンの動物排珠設にも設かれて居る様に、動物性7'

ランクトンを始め、魚類や鯨類fC.至るまで、とο海匿を避ける傾向ρあるととが各漁場で注目され

て居り、との賭から鮭縛漁;flでも植物性ァ・ランクトンが多く、透明度合少い(1950竿St.14では透

明度 5.0)海面は鮭縛漁場には誼さないととがうなづけるのである。 ;;?(iこ評判プランクトンD分

布と、鮭鰐類のj回地でるるが、田村、河合が別殺に述べた様に、此の季節。鮭師のi回j採は索餌i回

磁の魚群と認められるので、営然餌科プランクトシを索め、その上適温帯の制限を受け乍らi同滋

して居るもりと推定され，る。直接掃取して居る餌料はプランクトンネットに採集され，る大聖の動

物性プランクトンの外IC、ネットに探集されないものもてハダカイワシ祭〉同中がら費昆された
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が、大瞳に大型プランクトンの多い梅宮は好漁場となったものと1Mo年 6月の漁場。保件から考

えて推定出来る。北海道水試 (1932)が昭和5年度のトキシラズ祖母宇調査献臨では根安海峡で暖

流巨域と認められ，るととろにトキシラズのi回砕の多いととがあったが、二つに出現したプラシク

トンは Parαthemist及び Euphausiα で良好た天然餌料Cため之を飽食して居ったと云う。即

、餌料プランクトンも鮭鱒類の分布と密接な闘係のある置舗である。叉横山、川上爾氏何回2)

も北千島沖合D鮭鵠漁場で、 21聞のプランクトン採集中]，500尾以上漁獲白あった地離と、とれ

以下の地離ではプランクトン量は平均して前者は 1.22cc後者はO.6:lCであって、プランクトン量

の多いと乙ろは概して漁獲が多かったと報告して居る。

以上で1949、1950雨年度に寅施した鮭鱒漁場に於けるプヲシタトンの分布と漁場とが如何なる

関係'fLあるかに就て概要を述べたが、肺来は戸海況をー屠精査する必要のあるととを~摘し、との

種の研究が必歩や漁場の撰定に役立つものなるととを僧歩るもCである。

5. 摘 要

(1) HJ49、1250竿5-6月の候に於ける北海道東海匿の鮭鱒流網漁場。プラ uクトシ分布欣態を調

査した。

(2) プランクトン分布。扶況と密接の闘係にあって、水塊o分布ととれに生活するプランクトン

¢種穎とが一致するととを明にした。

(31 1r49年と1950年の忽11路沖合の鮭鱒の漁況はその梅況プランクトン分布とも密接な関係があっ

1?ととが指摘された。

(4) 海況と漁況の関係に就て将来との種D基礎的研究の完成は本漁業を合理的経営に導〈ととに

役立つものである。

6.. 文献

相川蹟秋 1934， 水試報 5;237 

相川蹟秋， 1935， 水試報， 6; 131 

11 1936， 1/ 7 ; 153 

/1 F 日水舎 5;33 

菅野利助， 1939， 北千島海匿に於ける鮭鱒流網漁場調査橡報、北千島水産舎

北海道水試， 1932， ときしら十組瀧試験〈昭5年度)，北水旬、 157抗

田村 JE， 1951， 北水誌研報 8競 13"" 38 

田村 lE， 1250， 函海気象，海洋時報 2蹴

津幡文隆， 1950， 日海舎誌、 6;2競

横山将来， 川上四郎(1932)，北水試復命書，昭和T年

〈水産科皐研究所業績第151競〉

-64-


	0056.tif
	0057.tif
	0058.tif
	0059.tif
	0060-1.tif
	0060-2.tif
	0060-3.tif
	0061.tif
	0062.tif
	0063.tif
	0064.tif

